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株式会社セブン‐イレブン・ジャパン 

株式会社ヨークベニマル 

 
 

水戸市とセブン‐イレブン・ジャパン、ヨークベニマル 

『包括連携協力に関する協定』を締結 

～地域密着のお店づくり、市民サービスの向上に向けて～ 
 

 株式会社セブン‐イレブン・ジャパン（東京都、代表取締役社長 古屋 一樹）と株式会社ヨーク

ベニマル（東京都、代表取締役社長 真船 幸夫）は、茨城県水戸市と 2018年 6月 15日(金)、地域

や暮らしの安全・安心、地産地消と水戸市産品の販路拡大、市政情報・観光情報の発信、高齢者支

援・障害者支援・子ども・青少年育成・健康増進・環境保全・リサイクル等の 9分野において相互

の連携を強化することで、水戸市内におけるより一層の地域活性化を目指し、『包括連携協力に  

関する協定』を締結いたします。 
 

記 
 
1. 協定の名称   『包括連携協力に関する協定』 
 

2. 協定締結日    2018年 6月 15日（金） 
 

3. 協定締結の目的 
 

水戸市とセブン‐イレブン、ヨークベニマルが相互に有する人的・物的資源を活用しな
がら、安全・安心な暮らしをはじめ、市産品のブランド振興や情報発信など、幅広い  

分野にわたる連携に取り組むことにより、地域の発展と市民サービスの向上を図ること
を目的とする。 
 

4. 連携事項 
上記の目的を達成するために、次の項目について連携し協力していきます。 

 
(1) 安全・安心な暮らしに関すること 

(2) 市産品のブランド振興、地産地消に関すること 

(3) 高齢者・障害者支援に関すること 

(4) 子ども・青少年育成に関すること 

(5) スポーツ・文化の振興に関すること  

(6) 環境対策・リサイクルに関すること 

(7) 情報発信に関すること 

(8) 交通の利便性向上に関すること 

(9) 前各号に掲げるもののほか、必要と認める事項に関すること 

 

 ＜ご参考＞ 水戸市内の店舗数（2018年 5月末現在） 

                ヨークベニマル：6店舗 セブン‐イレブン：60店舗 

 

 

 

 

 

  



 

具体的連携事項 

※【IY】：株式会社イトーヨーカ堂、【SEJ】：株式会社セブン‐イレブン・ジャパン 

下記項目について、実施・検討を進めてまいります。 

 
（１）安全・安心な暮らしに関すること 

・災害時の物資供給等に係る協力【SEJ、YB】 

・AEDの設置【SEJ】 

・水戸市安全なまちづくりモデル地区対策会議に係る協力【SEJ、YB】 

 

（２）市産品のブランド振興、地産地消に関すること 

・水戸市産品を活用した商品開発【SEJ】 

・地場農産物の販売促進【YB】（【SEJ】検討） 

 

（３）高齢者・障害者支援に関すること 

・トイレのバリアフリー化の促進【SEJ 、YB】 

・地域見守り活動の推進【SEJ 、YB】 

・高齢者等に配慮した食料品の販売促進【SEJ 、YB】 

・高齢者の雇用促進【SEJ、YB】 

・障害者の雇用促進【YB】 

・認知症対策として「認知症サポーター」の養成【SEJ、YB】 

 

（４）子ども・青少年育成に関すること 

   ・地域見守り活動の推進【SEJ 、YB】 

・職場体験の推進（市内小中学生）【SEJ 、YB】 

・子どもの安全守る家に係る協力【SEJ 、YB】 

・青少年の健全育成に係る協力【SEJ 、YB】 

 

（５）スポーツ文化の振興に関すること 

・茨城国体開催に向けた PR等に係る協力【SEJ 、YB】 

・水戸黄門漫遊マラソンに係る協力【SEJ 、YB】 

・文化事業の PR等に係る協力【SEJ 、YB】 

 

（６）環境対策・リサイクルに関すること 

・レジ袋削減の推進【YB】 

・エコ・ショップ制度に係る協力【YB】 

・PETボトル拠点回収の推進【YB】 

 

（７）情報発信に関すること 

   ・広報紙等の配置【SEJ 、YB】 

・観光情報等のポスター・チラシの配置【SEJ 、YB】 

 

（８）交通の利便性向上に関すること 

・バス待ち環境向上に係る協力（検討）【YB】 

・自転車利用の促進【SEJ 、YB】 

 

（９）前各号に掲げるもののほか、必要と認める事項に関すること 

   ・食に関する普及啓発【SEJ 、YB】 

以上 


